
平 成 ２ ６ 年 １ ２ 月 ８ 日 

道 路 局 企 画 課 

 

第１８回日韓道路交流会議の開催について（報告） 

 

この度、国土交通省では、大韓民国国土交通部と第１８回日韓道路交流会議を開催

しました。本会議は、道路に関する技術交流を目的として１９９５年１２月に締結し

た両国間の覚書に基づき、継続的に開催しているものです。 

 

（１）日程：平成２６年１２月２日（火）  １０：００～１８：００ 

（２）会場：都道府県会館（東京） 

（３）主催：国土交通省、大韓民国国土交通部 

（４）出席者（日本側１３名、韓国側１１名） 

［日本側］国土交通省 大臣官房審議官（道路） 佐南谷 英龍 ほか 

［韓国側］国土交通部 道路局長 金 一枰 ほか 

 

（５）会議概要 

会議では、交通安全対策、道路の維持管理、過積載対策等の安全に係るテーマをは

じめ、既存の高速道路活用に向けたＥＴＣ専用のインターチェンジや道の駅などの地

域活性化のための施策について両国から報告及び意見交換が行われました。 

 

【韓国側報告】 

 道路の安全対策や既存インフラを有効に使うための取組について紹介されました。

特に、道路の維持管理については、セウォル号の事故を契機とした安全に対する世論

の高まりを受けて、予算を前年比４２％増と大幅に増額して道路構造物の補修に集中

的に投資を行っています。また、過積載に対しては、高速道路の全料金所での計量、

取締りの高度化、厳罰化を図っています。その他、ＥＴＣ専用のインターチェンジ「ハ

イパスＩＣ」の展開やテーマパーク型サービスエリアを観光の拠点として整備し地域

経済の活性化を図る施策が報告されました。 

 

【日本側報告及び意見交換】 

  日本側より各テーマに対応する政策について報告を行いました。意見交換では、交

通安全対策に関しては日本の通学路安全対策と韓国のスクールゾーンとの比較、道の

駅に関しては事業の目的と費用負担、スマートＩＣに関しては費用負担や投資判断の

考え方、過積載車両の取締りに関しては規制値や取締り方法、罰則等について活発な

議論を行いました。 
 



会議の結果、道路構造物の老朽化対策や過積載車両の取締り等、共通の課題が多く、

情報交換を継続していくことを確認しました。 

会議で得られた知見を国内の道路行政に活用するとともに、今後とも日韓両国の道 

路に関する技術交流を強化して参ります。 

 

佐南谷大臣官房審議官（道路）の開会挨拶      金道路局長の開会挨拶 

 

会場の様子（１）           会場の様子（２）      

【問い合わせ先】 

国土交通省 道路局 企画課 国際室 富山、宮田、城 

電 話  03-5253-8111（内線：37542、37555、37556） 

夜間直通 03-5253-8906  ＦＡＸ 03-5253-1618  


